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題字
大島文雄先生

こんにちは。現役の人文学部生です
高橋　冴 氏（社会文化コース人文地理学分野 ４年生）

総 会 記 念 講 演

　２０２２年に入学した私は、今年で ４年生となります。気がつ
いてみればあっという間の ３年間でした。いつしか、学生団
体を立ち上げ、大学祭や同窓会で講演を依頼されるように。
　私の現在の活動の原点は大学の授業でもあります。所属す
る人文地理学コース必修のフィールドワークに限らず、これ
まで大学を飛び出して貪欲に学びを重ね、アウトプットとし
て「あなろまっち」という団体を立ち上げて、シニアと学生
の交流環境構築を行っております。
　「あなろまっち」の代表を務めていながらも、私が最も楽
しみにしていることは、友人との飲み会です。自分の大学時
代とは違うと社会人からは言われがちですが、意外と大差な
いかもしれません。そんな令和のリアルな大学生の話を聞き
ませんか？� （会場日時等はｐ ８をご覧ください。）

ヘルン文庫が多くの人々に支えられて
理事・副学長　酒井秀紀…ｐ ２

ヘルン文庫が富山に来て１００周記念フォーラム�…ｐ ３
写真で見る富山大学の今と昔～「学生会館」～� ………………ｐ ３
昭和５１年度文理学部文学科入学者同期会の試みを終えて�
　　　　　　　　　　　甲斐勝二（中国文学昭和５５年卒）…ｐ ４
研究室から／人文地理学� 教授　大西宏治…ｐ ４
富山大学ホームカミングデーに人文学部生登壇� ………………ｐ ５
三大学統合２０周年記念シンポジウム等�……………………………ｐ ５
２０２４年度　学位記授与式� ……………………………………………ｐ ５
研究室から／言語学……………………………�教授　安藤智子…ｐ ５
卒業生進路状況…………………………………………………………ｐ 6
第１０回 　人文学部のあゆみ………………准教授　入江幸二…ｐ ７
新刊案内、会費の納入状況、現況通知等の方法について�……ｐ ７
同窓会総会、人文の集い�……………………………………ｐ ８
異動・訃報�………………………………………………………………ｐ ８

「あなろまっち」の皆さん
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理
事
・
副
学
長
　
酒
井
　
秀
紀

ヘ
ル
ン
文
庫
が
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て

ヘ
ル
ン
文
庫
が
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て

　

ヘ
ル
ン
文
庫
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
旧
蔵

書
で
あ
り
、
本
学
の
前
身
校
で
あ
る

旧
制
富
山
高
等
学
校
に
一
九
二
四
年

（
大
正
十
三
年
）
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
を
寄
贈
し
た
馬

場
は
る
氏
は
、
そ
の
功
績
に
よ
り
同

年
、
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
ヘ
ル
ン
文
庫
は
富
山
大
学
の
宝

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
至
宝

と
い
え
る
ほ
ど
貴
重
で
す
。

　
私
が
本
学
附
属
図
書
館
長
を
務
め

た
こ
の
二
年
間
、ヘ
ル
ン
文
庫
に
関
連

す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。二
〇
二
四
年
、ヘ

ル
ン
文
庫
は
開
設
百
周
年
を
迎
え
、

本
学
は
こ
れ
ま
で
ヘ
ル
ン
文
庫
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
の
感
謝
の

意
を
込
め
、
十
一
月
二
日
㈯
に
五
福

キ
ャ
ン
パ
ス
黒
田
講
堂
に
て
「
感
謝

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
感
謝
祭
に

は
、
教
職
員
、
学
生
、
市
民
の
方
々

な
ど
約
三
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
感
謝
祭
で
は
、
齋
藤
学
長
か
ら
開

会
の
挨
拶
の
中
で
、
小
泉
家
や
馬
場

家
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご
支
援

に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
人
文
学
部
の
中
島
教
授
か
ら
ヘ

ル
ン
文
庫
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
小
泉
八
雲
の
足
跡
や
ヘ
ル
ン
文
庫

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
富
山
八
雲
会
の
中
尾
哲
雄
会

長
よ
り
ご
自
身
の
ヘ
ル
ン
文
庫
と
の

出
会
い
か
ら
現
在
ま
で
の
思
い
や
将

来
に
対
し
て
の
期
待
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
私

（
酒
井
）
自
身
が
経
験
し
た
「
八
雲

先
生
を
意
識
す
る
不
思
議
な
出
会

い
・
出
来
事
」
に
つ
い
て
お
話
し
、

学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
課
の
三
名
の
職
員

が
、
八
雲
先
生
や
ヘ
ル
ン
文
庫
に
纏

わ
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
制
富
山
高

等
学
校
初
代
校
長
で
あ
る
南
日
恒
太

郎
先
生
の

旧
蔵
書
を

ご
寄
贈
い

た
だ
い
た

南
日
賢
様

に
対
し
、

学
長
か
ら

感
謝
状
の

贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
小
泉
八
雲
記
念
館
（
松
江

市
）
の
館
長
で
あ
り
、
小
泉
八
雲
の

曾
孫
で
あ
る
小
泉
凡
先
生
に
よ
る
記

念
講
演
「
現
代
に
生
き
る
小
泉
八
雲

と
怪
談
文
学
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
泉
八
雲
の
思
い
や
時
代
を
超
え
て

人
々
に
影
響
を
与
え
続
け
る
八
雲
の

作
品
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
参
加
者
は

八
雲
先
生
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

続
い
て
、
重
原
佐
千
子
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
か
ら
「
雪
女
（
八
雲
作
）」
の
情

感
あ
ふ
れ
る
朗
読
が
あ
り
、
さ
ら
に

富
山
八
雲
会
の
皆
様
に
よ
る
英
語
・

日
本
語
の
両
方
を
用
い
た
紙
芝
居

「
む
じ
な
（
八
雲
作
）」
が
三
味
線
演

奏
と
と
も
に
熱
演
さ
れ
、
そ
の
迫
力

に
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
に
始
ま
っ
た
感
謝
祭
は

午
後
五
時
半
に
終
了
し
ま
し
た
。
外

は
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
そ
の
余
韻
に
浸
り
な

が
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
駐
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

大
使
館
様
よ
り
、
小
泉
八
雲
や
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
約

三
百
冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
泉
八
雲
は
幼
少
期
を
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
過
ご
し
、
そ
の
文
化
や
思
想

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

駐
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
館
に
は
、

八
雲
の
関
連
資
料
を
所
蔵
す
る

Lafcadio�H
earn�Library

が
あ

り
、
本
学
ヘ
ル
ン
文
庫
と
の
関
係
も

深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
大
使
が
ヘ
ル
ン
文
庫
を
訪
問

さ
れ
る
な
ど
、
長
く
交
流
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
大
使
館

の
移
転
に
伴
い
、
そ
の
貴
重
な
資
料

の
一
部
を
お
譲
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
贈
を
記
念
し
て
、二
〇
二
五

年
三
月
二

十
八
日
㈮
、

本
学
中
央

図
書
館
に

お
い
て
除

幕
式
を
開

催
し
ま
し

た
。
齋
藤

学
長
、
富

山
八
雲
会

の
中
尾
会

長
に
も
ご

多
忙
の
中

ご
出
席
い
た
だ
き
、
式
典
は
成
功
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。
寄
贈
い
た
だ
い

た
資
料
は
、
中
央
図
書
館
一
階
ロ
ビ

ー
と
五
階
ヘ
ル
ン
文
庫
前
に
展
示
し

て
お
り
、
図
書
館
の
開
館
時
間
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
ヘ
ル
ン
文
庫
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で

の
百
年
間
の
先
人
た
ち
に
対
す
る
深

い
感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
抱
く
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
に
向
け

て
ヘ
ル
ン
文
庫
を
大
切
に
継
承
し
て

い
く
と
い
う
強
い
決
意
を
、
加
藤
課

長
を
は
じ
め
と
す
る
図
書
館
ス
タ
ッ

フ
一
同
で
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
秋
か
ら
放
送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ば
け
ば
け
」

は
、
小
泉
八
雲
の
妻
、
小
泉
セ
ツ
を

モ
デ
ル
に
し
た
作
品
で
す
。
こ
れ
を

機
に
、
ヘ
ル
ン
文
庫
が
よ
り
多
く
の

人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
は
ヘ
ル
ン
文
庫
が
富
山
に
来

て
か
ら
百
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
富

山
八
雲
会
が
主
催
し
て
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
四

月
二
十
七
日
㈯
、
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー

ル
中
ホ
ー
ル
に
は
多
く
の
参
加
者
が

集
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
富
山
八
雲
会
会
長
中
尾
哲

雄
氏
が
、
映
像
を
も
と
に
旧
制
富
山

高
等
学
校
と
ヘ
ル
ン
文
庫
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
松
江
の
小
泉
八
雲
記
念

館
館
長
で
ヘ
ル
ン
の
曽
孫
に
あ
た
る

小
泉
凡
氏
の
講
演
「
小
泉
八
雲
、
い

ま
を
生
き
る
！
」
が
あ
り
ま
し
た
。

西
洋
中
心
主
義
で
も
な
く
、
人
間
中

心
主
義
で
も
な
い
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン

ド
で
異
な
る
も
の
を
排
除
し
な
い
ハ

ー
ン
の
思
想
と
、
そ
の
現
代
に
お
け

る
意
味
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
「
小
泉
セ
ツ
・
馬
場
は

る　
夢
の
！
対
談
」
が
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
日
本
の
面

影
』
で
小
泉
セ
ツ
を
好
演
し
た
壇
ふ

み
さ
ん
が
小
泉
セ
ツ
役
を
、
富
山
八

雲
会
会
員
で
人
文
学
部
同
窓
生
で
も

あ
る
中
﨑
圭
子
さ
ん
が
馬
場
は
る
さ

ん
役
と
な
り
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー
ン
と
ヘ
ル
ン
文
庫
、
そ
し
て
富
山

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。「
耳

な
し
芳
一
」
の
朗
読
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
紙
芝
居
「
若
返
り
の
泉
」

を
お
二
人
が
読
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
ハ
ー
ン
のJapanese�Fairy�

T
ales

を
も
と
に
し
て
富
山
八
雲
会

が
作
成
し
た
も
の
で
す
。
中
﨑
さ
ん

が
お
じ
い
さ
ん
役
、
檀
さ
ん
が
お
ば

あ
さ
ん
役
で
し
た
。

　
最
後
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ヘ
ル
ン
さ

ん
か
ら
学
ぶ
も
の
」
が
開
催
さ
れ
、

パ
ネ
リ
ス
ト
は
壇
ふ
み
さ
ん
、
小
泉

凡
さ
ん
、
中
尾
哲
雄
さ
ん
で
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

主 催 富山八雲会 
後援 富山市教育委員会・NHK富山放送局・北日本新聞・富山新聞・北日本放送・富山テレビ・チューリップテレビ 
   富山県ケーブルテレビ協議会 

11  開開会会  富富山山八八雲雲会会会会長長  中中尾尾哲哲雄雄  
    映映像像でで見見るる旧旧制制富富山山高高校校ととヘヘルルンン文文庫庫  

22  講講演演  ハハーーンン没没後後 112200年年をを迎迎ええてて    

    演演  題題    小小泉泉八八雲雲
ラフカディオ・ハーン

、、いいままをを生生ききるる！！   
    講講演演者者  小小泉泉凡凡  

33  夢夢のの対対談談  110000年年をを超超ええてて  

    檀檀ふふみみ／／小小泉泉セセツツ  ＆＆  中中﨑﨑圭圭子子／／馬馬場場ははるる  

44  フフォォーーララムム  ヘヘルルンンささんんかからら学学ぶぶもものの  
    パパネネリリスストト  檀檀ふふみみ  小小泉泉凡凡  中中尾尾哲哲雄雄  

５５ 閉閉会会  富富山山八八雲雲会会副副会会長長  木木下下晶晶  

kkiinnooaaiiaa@@yyaahhoooo..ccoo..jjpp  連絡先 

 ヘヘルルンン文文庫庫がが富富山山にに来来てて  110000周周年年記記念念フフォォーーララムム  

 檀ふみさんとともに 
  小泉セツ・馬場はる 対談 
    ヘルン文庫に託されたもの 

    22002244((令令和和６６ ))年年  ４４ 月月 2277日日((土土))    
              開開場場 1133::3300          開開演演 1144::0000～～1166::0000  
            オオーーババーードド・・ホホーールル  中中ホホーールル  
                  ※ 入場無料 

日 時 
 

場 所 

次 第 

 夢の！  
 

馬馬場場ははるる  
旧旧制制富富山山高高校校とと
ヘヘルルンン文文庫庫をを富富
山山県県にに寄寄付付  

現現在在ののヘヘルルンン文文庫庫 

小小泉泉凡凡  
ハハーーンン曽曽孫孫  松松江江のの  
小小泉泉八八雲雲記記念念館館館館長長  

詳詳ししくくはは  下下記記のの  
WWEEBBササイイトトををチチェェッックク  

富富山山八八雲雲会会はは？？  
22000011年年創創立立。。ララフフカカデディィオオ・・ハハーーンン((小小泉泉八八雲雲))とと、、
富富山山大大学学中中央央図図書書館館「「ヘヘルルンン文文庫庫」」のの調調査査やや普普及及、、
東東西西文文化化交交流流をを学学ぶぶ団団体体でですす。。  
      ……  活活動動にに参参加加ししまませせんんかか？？  

hhttttppss::////ttoommiiyyaakkuu..wwiixxssiittee..ccoomm//ccoolllleeggee--ssoorroorriittyy  

  
活活動動紹紹介介  
・・  月月例例会会でで、、ハハーーンン作作品品をを楽楽ししくく輪輪読読  
・・  春春とと秋秋にに、、公公開開セセミミナナーーななどどをを開開催催  
・・  ハハーーンン作作品品かからら創創っったた日日・・英英紙紙芝芝居居をを実実演演  
・・  県県民民カカレレッッジジ自自遊遊塾塾「「へへるるんんセセミミナナーー」」をを開開催催  
・・  紀紀要要『『へへるるんん倶倶楽楽部部』』『『ニニュューーズズレレタターー』』発発行行  他他  

ララフフカカデディィオオ・・ハハーーンン  
愛愛称称  ヘヘルルンンささんん  
日日本本名名  小小泉泉八八雲雲 

檀檀ふふみみ  
NNHHKKドドララママ  
『『日日本本のの面面影影』』でで  
小小泉泉セセツツ  
をを好好演演  

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
檀

さ
ん
が
ド
ラ
マ
を
演
じ
た
際
の
体
験

も
語
ら
れ
ま
し
た
。
近
代
化
の
中
で

失
わ
れ
て
い
く
も
の
に
目
を
凝
ら
し

た
ハ
ー
ン
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
寄

せ
ま
し
た
。

《
ヘ
ル
ン
文
庫
に
つ
い
て
》

　
ヘ
ル
ン
文
庫
は
日
本
を
愛
し
た
文

学
者
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

（Lafcadio�H
earn,�

一
八
五
〇
～

一
九
〇
四
、
日
本
名
：
小
泉
八
雲
）

の
旧
蔵
書
を
中
心
と
し

た
も
の
で
、
和
漢
書
は

セ
ツ
夫
人
の
説
明
を
通

し
て
、
ハ
ー
ン
の
文
学

的
創
作
の
資
料
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
同
文
庫
は
一
九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
、
旧

制
富
山
高
等
学
校
の
開

学
に
あ
た
り
馬
場
は
る

さ
ん
が
購
入
し
て
同
校
に
寄
付
さ

れ
、
現
在
は
富
山
大
学
附
属
図
書
館

の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
ン
文
庫
と
い
う
名
前

は
ハ
ー
ン
が
最
初
に
英
語
教
師
と
し

て
赴
任
し
た
松
江
中
学
校
（
島
根
県

松
江
市
）
で
「
ヘ
ル
ン
先
生
」
と
呼

ば
れ
、
妻
の
セ
ツ
さ
ん
か
ら
も
「
ヘ

ル
ン
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

写真で⾒る富⼭⼤学の今と昔〜「学⽣会館」〜

今も昔も富⼤⽣の憩いの場となっている「学⽣会館」。
現在、学⽣支援センター、就職・キャリア支援センター、
ホール、⽣協コンビニがあります。
昔の学⽣会館の前庭に池がありました。富⼤祭前夜祭で
ザブーンと池に飛び込むのが恒例でしたよね？！

ヘルン文庫が富⼭に来て１００周年
記念フォーラム

３ページ

写真で⾒る富⼭⼤学の今と昔〜「学⽣会館」〜

今も昔も富⼤⽣の憩いの場となっている「学⽣会館」。
現在、学⽣支援センター、就職・キャリア支援センター、
ホール、⽣協コンビニがあります。
昔の学⽣会館の前庭に池がありました。富⼤祭前夜祭で
ザブーンと池に飛び込むのが恒例でしたよね？！

ヘルン文庫が富⼭に来て１００周年
記念フォーラム

３ページ

ヘ
ル
ン
文
庫
が
富
山
に
来
て

ヘ
ル
ン
文
庫
が
富
山
に
来
て
１
０
０

１
０
０
周
年
周
年

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
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卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
お
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
研
究
室
の
近
況
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
少
し
前
の
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
年
三
月
に
退

職
さ
れ
た
浜
谷
正
人
先
生
は
令
和
二
年

秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
授
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
大
学
院
の

修
了
生
や
元
教
員
で
記
念
品
を
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
研
究
室
は
、
平

成
二
十
二
年
に
着
任
さ
れ

た
鈴
木
晃
志
郎
准
教
授
と

大
西
の
二
名
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
毎
学
年
、
十
数

名
の
学
生
が
所
属
し
て
お

り
、
女
子
学
生
が
お
よ
そ

半
数
強
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
掲
載
し
て
い

る
写
真
は
令
和
六
年
度
の
学
位
記
授
与

式
の
と
き
の
も
の
で
す
が
、
ご
覧
に
な

る
と
雰
囲
気
は
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　
人
文
地
理
学
で
は
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な

っ
て
お
り
、
二
年
生
は
鈴
木
先
生
が
開

講
す
る
地
理
空
間
情
報
科
学
実
習
を
履

修
し
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
な
の

か
、
卒
業
研
究
を
み
る
と
内
容
と
比
べ

て
と
て
も
で
き
の
よ
い
主
題
図
が
た
く

　
昨
年
十
月
十
九
日
㈯
、
富
大
人
文

学
部
の
教
室
内
で
人
文
学
部
の
前
身

文
理
学
部
文
学
科
の
昭
和
五
十
一
年

度
入
学
者
の
集
ま
り
を
試
み
ま
し
た
。

　
皆
六
十
五
歳
を
超
え
て
、
一
線
か

ら
引
く
頃
、
昔
の
元
気
な
頃
を
語
り

合
っ
て
、
ま
た
ひ
と
頑
張
り
、
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
も
う
騒
ぐ
年
齢
で

も
な
か
ろ
う
と
、
余
計
な
声
か
け
は

や
め
て
、
同
窓
会
誌
で
あ
る
こ
の

「
人
文
」
の
昨
年
号
に
日
時
と
場
所

を
掲
載
し
、
そ
れ
を
見
て
来
ら
れ
る

方
が
来
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
や

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
宣
伝
不
足
な

の
で
し
ょ
う
、
集
ま
っ
た
の
は
五
人

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
時
入
学
者
数
に
く
ら
べ
微
々
た

る
数
だ
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
専
攻
で
の
同
期
会
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
教
養
部
時
代
に
外
国
語
ク
ラ
ス

で
一
緒
に
な
っ
た
程
度
な
ら
、
実
際

は
、
こ
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
宣
伝
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
た
同
期
の
友
人
を
巻

き
込
む
の
を
遠
慮
し
た
か
ら
で
す

が
、
私
自
身
も
あ
れ
こ
れ
動
く
の
が

面
倒
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

或
い
は
と
思
い
、
専
攻
の
違
う
五
名

の
方
に
、
同
期
会
開
催
の
計
画
の
葉

書
を
出
し
て
み
た
も
の
の
、
返
事
が

あ
っ
た
の
は
二
人
だ
け
で
、
参
加
者

は
こ
れ
に
準
備
の
相
談
を
し
た
二
人

が
加
わ
っ
て
の
五
人
で
す
。
そ
れ
で

も
富
山
は
も
と
よ
り
、
福
島
・
京

都
・
大
阪･

福
岡
と
あ
ち
こ
ち
か
ら

の
参
加
で
、
今
の
話
や
昔
の
話
、
恩

師
や
こ
こ
に
来
て
い
な
い
同
期
の
友

人
の
話
題
な
ど
、
話
は
あ
れ
こ
れ
と

盛
り
上
が
り
、
同
窓
会
に
お
願
い
し

た
二
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
そ
れ
で
は
と
、
富
山
駅
前
で
の

飲
み
会
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
「
大
学
時
代
の
友
人
関
係
は
、
再

開
し
た
瞬
間
に
元
に
戻
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
お
互
い
頭
髪
は
衰
え

て
も
、
昔
の
ま
ま
の
元
気
な
姿
で
酒

を
酌
み
交
わ
せ
た
喜
び
は
、
何
に
も

代
え
難
い
も
の
」
と
い
う
の
が
五
人

の
気
持
ち
で
す
。
集
ま
り
の
少
な
さ

に
「
ま
あ
、
力
ま
ず
に
少
し
ず
つ
参

加
者
を
増
や
し
て
行
く
の
が
良
か
ろ

う
」
と
い
う
話
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
果
た
し
て
次
が
あ
る
か
ど
う

か
。
や
る
な
ら
も
っ
と
積
極
的
な
宣

伝
が
必
要
な
気
が
し
ま
す
。
左
の
写

真
は
参
加
者
の
現
在
で
す
。
さ
て
、

誰
で
し
ょ
う
。（
福
岡
市
在
住
）

昭
和
五
十
一
年
度
文
理
学
部
文
学
科

　
入
学
者
同
期
会
の
試
み
を
終
え
て

甲
斐
　
勝
二（
中
国
文
学
　
昭
和
５５
年
卒
）

（
中
央
が
筆
者
）

さ
ん
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
一
月
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、
富
山
県
内
に
も
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
研
究
室
の
二
年

生
を
中
心
に
、
県
内
の
被
災
地
域
を
訪

問
し
、
発
災
時
に
住
民
が
何
を
し
、
何

を
思
っ
た
の
か
、
復
旧
、
復
興
に
向
け

た
思
い
な
ど
、
傾
聴
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
す
る
形
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
多
く

の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

内
の
被
災
地
域
で
は
、
住
民
の
流
出
も

多
く
、
建
物
被
害
な
ど
の
物
理
的
な
被

害
以
上
に
、
地
域
社
会
の
大
き
な
変
化

を
学
生
た
ち
は
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
年
生
の
調
査
実
習
で
は
、
毎
年
、

富
山
県
内
の
自
治
体
を
一
ヵ
所
設
定
し

て
、
そ
こ
で
調
査
を
行
い

報
告
書
に
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
調
査
地
域
に
成
果

を
お
返
し
す
る
た
め
に
発

表
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
令
和
四
年
度
は
砺
波

市
、
令
和
五
年
度
は
黒
部

市
、
令
和
六
年
度
は
射
水

市
で
実
施
し
、
今
年
（
令

和
七
年
）
は
高
岡
市
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。
調
査
地
に
お
住
ま

い
の
み
な
さ
ま
、
温
か
い
目
で
見
守
る

と
と
も
に
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
ご
活
躍
す
る
卒
業
生
の
み

な
さ
ま
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
、
在
学

生
に
と
っ
て
励
み
に
な
り
ま
す
し
、
教

員
に
と
っ
て
も
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。
み
な
さ
ま
の
近
況
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
文
化
コ
ー
ス

　
　
人
文
地
理
学
分
野

教
授
　
大
西
　
宏
治

行
動・社
会
文
化
領
域

研
究
室

研
究
室か

ら
か
ら
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浅
井
亨
先
生
（
ア
イ
ヌ
語
学
）
と
鈴

木
敏
昭
先
生
（
心
理
言
語
学
）
の
お
二

人
に
よ
り
言
語
学
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ

た
の
は
、
一
九
八
〇
年
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
呉
人
惠
先
生
（
コ
リ
ャ

ー
ク
語
学
）
と
加
藤
重
広
先
生
（
日
本

語
学
）
の
お
二
人
に
な
っ
た
と
こ
ろ

に
、
私
（
音
韻
論
）
が
赴
任
し
ま
し

た
。
加
藤
先
生
が
北
海
道

大
学
に
転
任
な
さ
っ
た
の

ち
、
二
〇
〇
五
年
に
は
学

部
内
の
組
織
改
編
に
と
も

な
っ
て
湯
川
純
幸
先
生

（
談
話
分
析
）、
山
﨑
け
い

子
先
生
（
日
本
語
教
育

学
）、
さ
ら
に
教
育
学
部

か
ら
樋
野
幸
男
先
生
（
日

本
語
書
記
史
）
が
加
わ
っ

て
く
だ
さ
り
、
一
時
は
五
名
体
制
と
な

り
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
定
年
退
職
を

見
越
し
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
は
さ
ら

な
る
改
編
と
し
て
森
賀
一
惠
先
生
（
中

国
語
学
）、
藤
川
勝
也
先
生
（
英
語
学
）

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
名

体
制
の
一
年
を
経
て
、
現
在
は
三
名
体

制
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
度
か

ら
大
く
く
り
な
コ
ー
ス
に
再
編
さ
れ
た

人
文
学
部
に
お
い
て
は
、
教
員
数
で
は

最
も
小
規
模
な
コ
ー
ス
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
私
の
知
る
限
り
で
す

が
、
学
生
数
は
教
員
数
に
比
し
て
変
動

が
小
さ
く
、
少
な
い
時
で
一
学
年
九
名

程
度
、
多
い
時
で
十
五
名
程
度
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
時
代
が
移
り
、
教
員
の

専
門
分
野
が
変
わ
っ
て
も
、
こ
と
ば
に

対
す
る
科
学
的
関
心
が
一
定
数
の
人
を

引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
や
は
り
日
本
語
に
関
心
の
あ
る
人

が
多
い
の
で
す
が
、
様
々
な
外
国
語
や

手
話
な
ど
幅
広
く
対
象
と
し
、
文
法
か

ら
応
用
言
語
学
的
な
側
面
ま
で
、
自
主

独
立
の
精
神
で
学
び
つ
つ
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
は
、
ど
の
分
野
も
授
業

の
あ
り
方
の
変
更
を
迫
ら
れ
ま
し
た

が
、
同
時
に
、
学
ぶ
仲
間
と
の
関
係
に

も
変
化
が
生
じ
、
学
年
を
超

え
た
文
化
の
継
承
が
危
ぶ
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
実
験
室
の
使
い

方
を
上
級
生
が
下
級
生
に
教

え
る
と
い
う
新
学
期
の
伝
統

は
、
工
夫
を
重
ね
て
継
続
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
で
は
、過
去
の

卒
業
論
文
を
実
験
室
で
一
括

し
て
保
存
す
る
よ
う
に
な
り
、
先
輩
方

の
力
作
が
後
輩
た
ち
に
と
っ
て
大
い
に

参
考
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
卒
業
生
の
皆
様
と
接
す
る

機
会
は
限
ら
れ
、
な
か
な
か
ご
活
躍
の

様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
も
か
な
い

ま
せ
ん
が
、
二
〇
二
四
年
度
に
は
、
言

語
学
コ
ー
ス
の
若
き
卒
業
生
の
お
二
人

が
人
文
学
部
の
教
務
事
務
と
し
て
勤
務

し
、
日
々
、
学
生
や
教
員
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
皆

様
の
ご
活
躍
が
、
教
員
の
励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
言
語
学
コ
ー
ス

　
　
教
授
　
安
藤
　
智
子

言
語
文
化
領
域

研
究
室

研
究
室か

ら
か
ら

富
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

富
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

人
文
学
部
生
の
高
橋
冴
さ
ん

人
文
学
部
生
の
高
橋
冴
さ
ん（
人
文
地
理
）

（
人
文
地
理
）登
壇
登
壇

　
二
〇
二
四

年
十
月
二
十

七
日
㈰
、
富

山
大
学
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
（
富
山

大
学
主
催
、

経
済
学
部
同

窓
会
越
嶺
会

共
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
『
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
応
援
し

よ
う
！
』
で
は
、
人
文
学
部
か
ら
三

年
の
高
橋
冴
さ
ん
が
「
学
生
に
よ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
社
会
起
業

へ
の
挑
戦
」
と
題
す
る
事
例
発
表
を

し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
高
校
で
過
疎
問
題
に

興
味
を
持
ち
、
人
文
地
理
学
を
学
べ

る
人
文
学
部
に
入
学
し
、
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
、
様
々

な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
信
州
大
学
・
富
山
大
学
・
金
沢
大

学
連
携
の
「EN

GIN
E

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
修
了
し
た
際
に
は
収

益
性
（
価
値
の
提
供
）
の
重
要
さ
を

感
じ
、
そ
の
後
富
山
県
主
催
の
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
及
び
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
研

修
で
は
「
社
会
起
業
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
人
文
地
理
学
、
大
西
先
生
の
「
学

生
は
失
敗
し
て
も
い
い
」
と
い
う
言

葉
を
胸
に
、
挑
戦
す
る
こ
と
で
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
き
た
と

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

2024年度 学位記授与式
　
二
〇
二
五
年
三
月
二
十
五

日
㈫
午
前
十
時
よ
り
富
山
市

総
合
体
育
館
で
富
山
大
学
全

学
の
学
位
記
授
与
式
が
行
わ

同
窓
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
半
よ
り
同
窓
会
主
催
の

卒
業
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
、
会

場
の
皆
さ
ん

は
大
い
に
楽

し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
華
や
か
な

雰
囲
気
の

中
、
参
加
者

達
は
友
人
や

恩
師
と
名
残

を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
よ
り
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
で
人

文
学
部
・
大
学
院
人
文

社
会
芸
術
総
合
研
究
科

学
位
記
授
与
式
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
代
表
に

学
位
記
が
渡
さ
れ
た

後
、
大
西
宏
治
人
文
学

部
長
の
式
辞
、
米
原
寛

　
富
山
大
学
は
二
〇
二
五
年
十
月
一

日
㈬
に
三
大
学
統
合
か
ら
二
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
で

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
懇
親
会
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
人
文
学
部
同
窓
会

の
皆
様
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は

十
月
二
十
五
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
い
ず
れ
も
富
山
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
〇
二
五
年
度
の
富
山
大

学
同
窓
会
連
合
会
総
会
は
七
月
十
九

日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

三
大
学
統
合

三
大
学
統
合

２０２０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
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（令和元年度卒業生）

（令和元年度卒業生）

（平成27～30年度卒業生）

出典『学部案内 2021』（富山大学人文学部）

出典『人文学部案内２０２４』（富山大学人文学部）出典『人文学部案内２０２４』（富山大学人文学部）
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人
文
学
部
の
あ
ゆ
み
第
十
回

「
富
山
大
学
文
理
学
部
跡
」
記
念
碑

富
山
大
学
准
教
授
　
入
　
江
　
幸
　
二

　会費納入状況をお知らせいたします。
　令和 ６年 ６月から令和 ７年 ３月まで
１２３名の方から１２５，０００円の会費を納入
していただきました。
　また１６名の方から終身会費１６０，０００
円を納入していただきました。
　ご支援ご協力厚く御礼申し上げます。

会費の納入状況 　新　刊　案　内　新　刊　案　内
人文学部ゆかりの方々の新刊を紹介します。

『アイスゆうえんち』
のしさやか（文化人類学平成１３年卒）作、ニコ
モ、２０２２年 ７ 月刊

『ソール・ベロー都市空間と文学』
日本ソール・ベロー協会編、大工原ちなみ（名
誉教授）ほか執筆、彩流社、２０２２年 ２ 月刊

『とやま方言マニュアル：富山県内で働く外国人
介護職員向け　介護現場でよく使う富山の方
言４７語＋α』
中井精一（名誉教授）　監修、富山県厚生部厚
生企画課、２０２２年 ３ 月刊

『地図で読み解く関西のことば』
岸江信介・中井精一（名誉教授）編、昭和堂、
２０２２年 ４ 月刊

『「日系」をめぐることばと文化　移動する人の
創造性と多様性』
松田真希子・中井精一（名誉教授）・坂本光代
編、くろしお出版、２０２２年１０月刊

『人文知のカレイドスコープ　富山大学人文学部
叢書 ６ 』
富山大学人文学部編、桂書房　２０２３年 ３ 月刊

『友』
ペク・ナムリョン著、和田とも美（准教授）
訳、小学館、２０２３年 ４ 月刊

『アウグスティヌス著作集　２０巻Ⅱ　詩編注解⑹』
アウグスティヌス著、松﨑一平（名誉教授）ほ
か訳、京都大学学術出版会、２０２３年 ６ 月刊

『ユダヤ系アメリカ文学のすべて＝ JEWISH 
AMERICAN LITERATURE：十九世紀から
二十一世紀』
日本ソール・ベロー協会編、大工原ちなみ（名
誉教授）ほか執筆、小鳥遊書房、２０２３年 ９ 月刊

『銘菓薄氷とともに歩んだ笹川家』
米原寛（史学昭和４１年卒）執筆・監修、笹川武
刊、２０２４年 ３ 月刊

『人文知のカレイドスコープ　２０２４富山大学人文
学部叢書 ７ 』
富山大学人文学部編、桂書房　２０２４年 ３ 月刊

『北太平洋の先住民文化：歴史・言語・社会』
岸上伸啓編、呉人惠（名誉教授）ほか執筆、臨
川書店、２０２４年 ３ 月刊

『食と伝統が息づくまち　氷見の人々が紡ぐもの
（地域社会の文化人類学的調査　３３）』
藤本武（教授）・野澤豊一（准教授）編、富山大
学人文学部文化人類学研究室刊、２０２４年 ３ 月刊

『気配』
村田はるせ著、エディション・エフ、２０２４年 ５
月刊、第１７回北陸現代詩人賞奨励賞受賞

『妖怪と怨霊が動かした日本の歴史　なぜ日本人
は祟りを怖れるのか』
田中聡（文化構造論昭和６０年卒）著、笠間書院
（発売）、２０２４年 ８ 月刊

『リルを探してくれないか　津村健伝』
齊藤大紀（教授）著、桂書房、２０２４年 ９ 月刊

現
況
通
知
等
の
方
法
に
つ
い
て

　
同
封
ハ
ガ
キ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
、
ご
住
所
の
変
更
な
ど
の
他
、
同

窓
会
行
事
の
申
込
み
、
ご
意
見
ご
要

望
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
封
ハ
ガ
キ
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
切
手

を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
旧
制
富
山
高
等
学
校
が
本
学
人
文

学
部
・
理
学
部
の
前
身
校
で
あ
っ
た

こ
と
は
こ
の
連
載
で
も
何
度
か
触
れ

て
き
た
。
旧
制
高
校
の
設
立
に
あ
た

り
多
大
な
資
金
援
助
を
し
て
い
た
だ

い
た
馬
場
は
る
氏
に
つ
い
て
、
ま
た

馬
場
記
念
公
園
（
蓮
町
公
園
）
と
そ

こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
馬
場
は
る

刀
自
」
の
銅
像
に
つ
い
て
も
よ
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
詳
し
く

は
一
九
九
五
年
刊
行
の
『
人
文
』
第

十
七
号
所
収
の
、
本
田
弘
同
窓
会
会

長
（
当
時
）
の
記
事
を
お
読
み
い
た

だ
き
た
い
）。
過
日
、
同
窓
会
の
方

か
ら
今
年
は
十
年
に
一
度
の
銅
像
の

設
置
管
理
更
新
の
年
で
あ
る
と
教
え

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
同
窓
会
が

こ
の
公
園
に
設
置
し
た
「
富
山
大
学

文
理
学
部
跡
」
記
念
碑
に
関
す
る
資

料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得

た
。
今
回
は
こ
の
資
料
と
記
念
碑
に

つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
「
富
山
大
学
文
理
学
部
跡
」
記
念

碑
は
、
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
が

あ
る
御
影
石
製
の
も
の
で
あ
る
。
大

と
や
、
四
十
五
度
に
傾
い
た
二
本
の

腕
が
Ｙ
字
型
に
交
差
す
る
デ
ザ
イ
ン

は
「
人
文
と
理
学
の
両
学
部
が
お
互

い
に
寄
り
添
い
合
い
未
来
に
向
か
っ

て
飛
翔
し
て
行
く
願
い
を
こ
め
」
た

も
の
だ
と
図
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
当
時
大
阪
に
住
む
大
学
生

だ
っ
た
の
で
こ
う
し
た
出
来
事
は
知

る
由
も
な
か
っ
た
が
、
記
録
が
残
る

お
か
げ
で
多
少
と
も
追
体
験
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
記
念
碑
や
そ
こ

に
記
さ
れ
た
思
い
、
あ
る
い
は
両
学

部
が
も
と
は
一
つ
だ
っ
た
こ
と
を
今

の
学
生
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
教
養
科
目
「
富
山
大
学

学
」
で
は
毎
年
受
講
生
と
と
も
に
同

公
園
の
記
念
碑
も
見
学
し
て
き
た
。

教
養
科
目
の
改
革
に
よ
り
今
年
度
が

最
後
に
な
る
の
で
、
心
し
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
他
の

学
生
た
ち
に
も

折
に
触
れ
伝
え

て
い
き
た
い
と

思
う
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、

貴
重
な
資
料
を

お
貸
し
下
さ
っ

た
同
窓
会
事
務

局
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

学
創
立
四
十
周
年
記
念
と
し
て
旧
制

高
校
・
旧
文
理
学
部
が
あ
っ
た
同
公

園
に
置
か
れ（
富
山
地
鉄・富
山
港
線

の
蓮
町
駅
側
の
入
り
口
か
ら
す
ぐ
の

場
所
）、一
九
八
九
年
九
月
二
十
三
日

に
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。
黒
い
表

紙
の
資
料
に
は
、
富
山
市
に
提
出
し

た
「
公
園
施
設
設
置
許
可
申
請
書
」

の
写
し
、
請
求
書
や
納
品
書
、
除
幕

式
の
式
次
第
、
製
作
会
社
へ
の
感
謝

状
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
を
見

て
い
く
と
、
人
文
学
部
同
窓
会
と
理

学
部
同
窓
会
が
協
力
し
て
資
金
百
万

円
を
用
意
し
、
大
島
文
雄
名
誉
教
授

が
表
側
の
題
字
と
裏
側
の
碑
文
を
揮

毫
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
本
体

は
赤
御
影
石
、
裏
の
碑
文
は
黒
御
影

石
、
台
座
に
は
白
御
影
石
が
貼
ら
れ

縁
が
黒
御
影
石
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
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報
告
報
告

二
〇
二
四
年
度

同
窓
会
総
会

　
二
〇
二
四
年
度
総
会
が
、
イ
ン
テ

ッ
ク
タ
ワ
ー
１
１
１
ビ
ル
で
、
七
月

十
三
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
同
窓
会
名
誉
会
長
で
も
あ

る
大
西
宏
治
人
文
学
部
長
及
び
、
米

原
寛
同
窓
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
議
事
に
入
り
二
〇
二
三
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
等
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
は
総

会
、「
人
文
の
集
い
」
と
も
対
面
で

開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
祝
賀
会
は
二

〇
一
九
年
三
月
を
最
後
に
中
止
し
て

い
ま
し
た
が
、久
し
ぶ
り
に
開
催
し
、

今
回
初
め
て
立
食
形
式
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
を
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
役
員
人
事
案
を
協
議

し
、
新
た
に
廣
瀨
裕
一
理
事
が
副
会

長
に
、中
﨑
圭
子
理
事
が
監
事
に
、高

波
満
里
氏
が
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
会
則
を
改
正
し
、
富
山
大

学
全
体
で
大
学
院
が
改
組
さ
れ
こ
と

に
伴
う
改
正
と
、
役
員
定
員
の
変
更

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
前
富
山
県
立
図
書

館
長　
中
﨑
圭
子
氏
（
中
国
文
学
昭

和
６１
年
卒
）
に
よ
る
講
演
「
ヘ
ル
ン

文
庫
の
こ
と
な
ど
」
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
ヘ
ル
ン
文
庫
の
『
孺
子
歌
圖
』

を
卒
業
論
文
で
取
り
上
げ
た
中
﨑
さ

ん
は
、
ヘ
ル
ン
文
庫
へ
の
思
い
な
ど

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
交
流
会
を
開
催
し
、
大
西

先
生
か
ら
は
大
学
の
現
状
や
学
生
の

リ
ア
ル
な
姿
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

人
文
の
集
い

第
十
一
回

報
告
報
告

　
第
１１
回
「
人
文
の
集
い
」
は
、
昨

年
十
月
十
九
日
㈯
、
富
山
大
学
五
福

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
文
学
部
棟
で
開
催

さ
れ
、
講
師
は
上
越
教
育
大
学
名
誉

教
授
廣
瀨
裕
一
氏
（
哲
学
昭
和
５１
年

卒
）
で
し
た
。

　
「
小
、
中
、
高
、
大
の
教
員
遍
歴
」

と
の
演
題
通
り
の
ご
経
歴
で
教
育
行

政
も
経
験
さ
れ
た
先
生
の
お
話
は
興

味
深
く
「
小
学
生
か
ら
現
職
教
員
ま

で
生
徒
に
深
く
関
わ
れ
ば
み
な
良
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
出
す

の
が
教
師
の
仕
事
の
醍
醐
味
で
あ

る
」
と
の
お
言
葉
に
参
加
者
一
同
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
、廣
瀨
講
師
、大
西
学

部
長
を
囲
み
、
昼
食
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
部
生
へ
の

励
ま
し
も
あ
り
、人
文
知
の
価
値
に
つ

い
て
力
強
い
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 　

総
会
の
記
念
講
演
は
参
加
費
無
料

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
人
文
の
集
い
」
の
講
演
も
参
加

費
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
昼
食
会
の
参
加
は
富
山
大
学

関
係
者
の
み
と
な
り
ま
す
。
会
費
二

千
円
（
学
生
は
五
百
円
）
で
す
。

　

総
会
、
人
文
の
集
い
と
も
同
窓
会

事
務
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

同
封
ハ
ガ
キ
の
他
、
メ
ー
ル
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

総
会
、
人
文
の
集
い
の
他
、
理
事

会
等
の
詳
細
は
、
人
文
学
部
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
編
集
委
員
●

田
中　

史
子　
　

谷
口　

恵
子

成
瀬
裕
美
子　
　

高
波　

満
里

２０２５年度　総会のご案内

講演：「こんにちは。現役の人文学部生です」
講師：人文学部 ４年　高橋　　冴　氏

（社会文化コース人文地理学分野）

日時　202５年 ７ 月１２日㈯
　　　　総　会　１３：３0～　講演会　１４：４0～
　　　　交流会　１６：00～
会場　富山大学人文学部第 １講義室

第１２回　「人文の集い」ご案内

講演：「ツンドラのエコロジー：
　　　トナカイ遊牧民コリャークの世界観・動物資源観」
講師：北海道立北方民族博物館・館長　呉人　　惠　氏

日時　202５年１０月１８日㈯
　　　　講　演　１0：00～　於第 １講義室
　　　　昼食会　１１：５0～　於第 2講義室
会場　富山大学人文学部１階　

人
文
学
部
教
員
異
動

―訃 報―　謹んでご冥福をお祈りいたします。
五
十
嵐
教
海

（
国
文
学
及
び
中
国
文
学　

昭
和
３４
年
卒
）

　

平
成
２８
年
２
月
ご
逝
去

河
合（
佐
々
木
）玲
子（
英
文
学　

昭
和
３５
年
卒
）

　

令
和
元
年
１２
月
２０
日
ご
逝
去

櫻
谷
　
重
男（
ド
イ
ツ
文
学　

昭
和
３０
年
卒
）

　

令
和
２
年
ご
逝
去

菅
野（
朝
倉
）和
子（
英
文
学
昭
和
３１
年
卒
）

　

令
和
６
年
３
月
６
日
ご
逝
去

廣
瀨
　
捷
負（
英
文
学　

昭
和
３６
年
卒
）

　

令
和
６
年
４
月
ご
逝
去

福
田
　
立
明（
教
授
ア
メ
リ
カ
言
語
文
学
）

　

令
和
６
年
９
月
１
日
ご
逝
去

前
田
千
登
世（
国
文
学　

昭
和
６２
年
卒
）

　

令
和
４
年
１２
月
５
日
ご
逝
去

山
口（
岡
﨑
）文
枝（
国
文
学
昭
和
３８
年
卒
）

　

令
和
６
年
３
月
２５
日
ご
逝
去

　
　 

　（
令
和
７
年
３
月
）

○
徳
永
洋
介（
東
洋
史
）教
授

○
赤
尾
千
波（
ア
メ
リ
カ
言
語
文
化
）教
授

○
恒
川
正
巳（
イ
ギ
リ
ス
言
語
文
化
）教
授

　
転
出
（
令
和
７
年
３
月
）

○
黒
川
光
流（
心
理
学
）准
教
授

　
新
学
部
長
就
任（
令
和
７
年
４
月
）

○
伊
藤
智
樹（
社
会
学
）教
授

　
採
用
（
令
和
７
年
４
月
）

○
髙
城
隆
一（
日
本
言
語
文
化
）講
師

○
福
島
亮（
フ
ラ
ン
ス
言
語
文
化
）講
師

退
職


